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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「例えば隣町で起きている連続通とおり魔ま事件はどうだろう」

　それが彼からの提案だった。

　倉くら時とき孝こう助すけは飲みかけの紅茶のスプーンを指先でいじくりながら、斜め向かいの席に座っている相手の顔を見た。常に笑みを絶たやさぬためか、気さくな印象を受ける。細められた瞼まぶたのせいで普通の表情は見えにくいが、それでも明るいことには違いないだろう。

　名を工く藤どうスグルという。同級生──といっても昨日が入学式だったわけだから、まだ知り合って二日目にしかならないが、すっかり落ち着いて話し込んでしまっている。

　まあ、その相手をしているのは孝助自身ではなく、その隣、工藤の真正面に座る女子の方なのだが。

「通り魔？」

　そんなのいたっけ、と彼女は不ふ審しんげに充血眼を瞬しばたたかせた。

　べつに泣いていたわけではない。ろくに寝てないだけだ。下瞼を縁ふち取る隈くまと激しい寝ね癖ぐせつきのショートヘアが、その不ふ健けん全ぜんな生活を十二分に物語っている。おそらく三日三晩ぐっすり眠って髪をブラッシングすれば、それなりに魅み力りよく的な少女になるとは思われるのだが、そんな要求にいちいち彼女が応じることもないだろう。

　先ほど孝助が初めてまともに顔を付き合わせた時、寝てないのかと心配した彼に対して向こうが言った台詞せりふといえば、「不眠と危険を恐おそれてちゃいい記事は書けないもんだよ」という、微び妙みようにどこか間違っている代しろ物ものだった。

　百もも川かわ優ゆう。この学校の新聞部員である。肩から高価そうなカメラをぶら下げている辺り、実に分かりやすい。もっともこの人物とて同級生なので、入部したのも昨日のことに違いない。

「んー、ちょっと待って。えっと、それはもしかして連続髪切り魔のことかな？」

　優はそう言いながら、工藤の明るい笑顔にどんよりとした視線を投げかけた。

「世間ではそう呼ばれているようだね」

「ああ、やっぱりそれね。通り魔なんて言うから分からないんだよ。髪切り魔髪切り魔。あれでしょ？　ポニーテールの女子高生を捕まえてハサミでバッサリっていう」

「そう、その事件さ」

　工藤の細い目がさらに細められた。普段から笑顔の彼が笑うと、ここまで過か剰じような顔つきになるのだな、と孝助はどうでもいい感想を抱いた。そしてついでに、優が笑うと頰ほおが引き攣つって、まるで獲え物ものに嚙かみつくウツボのような顔になるのだな、とも。

　いや、実際獲物が見つかったからこその笑顔に違いない。彼女と知り合って三十分足らずとはいえ、それは何となく読めた。

「正確には隣町の西せい桜おう女学園に通うポニーテールの子限定ね。犯行時刻はいつも夕方頃で、凶器は裁たちバサミ。目撃された犯人像は全身黒服に色の濃いメガネとマスク、と……」

「詳しいね」

「新聞もニュースも欠かさず見てるからね」

　なんてたって報道に携たずさわる身よ、と優は胸を張ってみせた。しつこいようだが、入部したのは昨日のことである。

「で、その髪切り魔を捕まえればいいわけね？」

　そして続け様に飛び出したのは、何とも短たん絡らく的な発言だった。

「べつに捕まえろとまでは言わない。まあ、相手は犯罪者なのだし、危険だと思ったらあまり立ち入らない方がいいだろう。ただ──その辺は君の熱意次し第だいさ」

　工藤はそう言うと、自分のカップに残っていた最後の一口を、音を立てずにすっと飲み干した。同時に部屋の片かた隅すみで待たい機きしていたメイドが静かに歩み寄り、失礼します、と言ってポットを手に代わりを注そそごうとする。

「いや、もういいよ。ありがとう」

　そう言われた彼女はおかっぱヘアを揺ゆらしながら頭を下げ、盆に工藤のカップを回収し、しずしずと立ち去った。そして廊下へ出て数秒後、きゃぁという悲鳴と共に陶器の割れる音を辺りに響ひびかせ、それから部屋に飛び込んでくると、掃除用具入れのロッカーから箒ほうきを引っ張り出して、あたふたと駆けていった。

「変わった子だね」

　あまり興味はないといった面持ちで、優は的確な感想を述べた。確かに教室で人に紅茶を出す生徒など、文化祭の時ぐらいにしか見られるものではない。

　ここは喫茶店でもどこかの豪邸でも何でもない、普通の学校の教室に過ぎないのだ。

　正確には、私立御お伽とぎ学園の一年乙おつ組。孝助も工藤も優も、昨日からこのクラスに所属している。ついでに今のメイド──と言っても制服の上からエプロンを着け、頭にひらひらなカチューシャを載せただけだが──も同級生で、その同級生がなぜにあんな振ふる舞まいをしているのかといえば、それはもう誰にとってもひたすら謎なぞでしかなかった。

「チリトリを忘れていったね」

　そしてメイドに対する工藤のツッコミは酷ひどく冷静なものだった。

「しかし新聞部の記者としては、ああいう変わった生徒は格かつ好こうのネタではないのかい？」

「うーん、私はもうちょっとスキャンダラスとかデンジャラスな題材の方が好みなの。例えばこの倉時くんみたいな」

「僕が何をしたっての？」

　慌あわてて孝助が口にした質問は、優の「このヘンタイが！」という嬉うれしそうな罵ば倒とうによって虚むなしく搔かき消された。

「日々可愛い幼おさな馴な染じみと妹に囲まれて暮らしてるのに、なんか他の女子にも妙にベッタリだしさ。だいたい昨日からしてどれだけ手を出したのよ。図書室で痴ち漢かん行為を働いて、陸上部の更こう衣い室を覗のぞいて、それに生徒会室でもやらしぃお誘さそいを受けたっていうじゃない。全部目撃者がいるんだからね」

「いや、それは……」

　大いに誤ご解かいである。図書室では本を運ぶ子を手伝おうとしてその重さによろめき衝しよう突とつ、更衣室は男子用のを開けたらたまたま中になぜか女子がいただけだし、お誘いとやらだって、怪あやしげなお嬢様から「わたくしがオーナーに紹介して差し上げますから、ホストをおやりになりませんこと？」と勧かん誘ゆうされただけで実際は何もなかった。

　だから決して下心をもって行動しているわけではない。ただ彼が優しい性格で、そこへつけて頼りなさげな童顔の少年という外見が仇あだとなって、何となく女子に悪い意味で囲まれがちなだけなのだ。しかしそこを強く言い返せずに口くち籠ごもるのは、単に孝助がお人好しだからに過ぎない。

「このままだとそのうち学校中の女子を敵に回すことになるかもね。さっきだってあのメイドさんに紅茶引っくり返されて、ズボンとか拭ふいてもらってたじゃない」

「それは僕のせいじゃ……」

「そういうとこは自分で拭くべきでしょうに」

　確かにそれは一理ある。

　だいたい今ここでおこなわれているのも優と工藤の話し合いなのだ。そこに彼がいること自体、優に無理矢理引き込まれての結果である。そんな彼女が孝助に絡からんできた理由だって、「たまたまそこにいたから」という極きわめていい加減なものだったから、女じよ難なんにも程があるというものだ。

「妹と一緒に暮らすこと自体には何の問題もないと思うのだけどね」

　工藤からのツッコミは、やはり冷静なものだった。

「そう？　だってうちは妹いないよ？」

　優の返答がどこかずれているのも相変わらずである。

　そんな二人のやり取りが騒がしかったのだろう、少し離れた席に突っ伏して眠っていた黒マントの女子が頭を上げ、恨うらみがましい目でこちらを睨にらんできた。すでに放課後だというのに、わざわざ学校に残ってまでしての居い眠ねむりもどうかと思われたが、どうもその視線が優でも工藤でもなく自分に向けられているらしいと気付いて、孝助は慌てて首を横に振ってみせた。

　何でも自分のせいにされては堪たまったものじゃない。

　しかし相手は寝ぼけ顔のまま唇を少し動かし、なぜか赤らめた顔を再び伏せてしまった。孝助に読どく唇しん術の心こころ得えはないが、一応「ヘンタイ」と罵ののしられたことだけは何となく判別できた。このままクラス中の女子から誤解されてしまう日も遠くないような気がする。

　彼は小さく溜ため息いきをつき、まずはこのお茶会が早く終わるようにと願った。

　そもそも事の始まりは三十分ほど前に遡さかのぼる。午前中のみの学がつ活かつを終えた放課後、さて帰ろうか、それともちょうど時期的に学内で盛さかんにおこなわれている体験入部とやらに参加してみようかと、廊下に立って思し案あんしていた孝助が、たまたまそこへ通りかかった優に捕まった、というのは先のとおり。問題は彼女の振ってきた話題の中身だった。




「ちょっと聞いてよ。酷いんだよ、灘なだくんったら」

　軽く自己紹介をしてきた直後、優が孝助に向かって発した初めての台詞がそれだった。

「灘くんって、監視委員の？」

「他にそんな苗みよう字じの人いないでしょ、うちのクラスには」

　そう言われても、まだクラス名簿などまともに眺ながめてはいないのだが。

　しかし、確かにあの優等生然としたメガネの少年の風ふう貌ぼうはすぐに思い出された。灘英ひで斗と──一年乙組の生徒監視委員である。

　生徒監視委員会というのは、生徒の関わった事件や問題行動をチェックして学校に報告する、いわゆる風ふう紀き委員会に近いものである。実際、文部科学省の指示で各学校での設置が義務付けられた時は、風紀委員会が名前を変えただけの所が大半だったらしい。孝助も中学時代には、不純異性交遊というまったく謂いわれのない罪でちょくちょくお世話にもなっていたが、しかし冷静に考えてみると、同級生からそんなことに対して口を出されるのは、甚はなはだ理り不ふ尽じんのような気がしてならなかった。

　もちろん孝助だけではない。誰もがそう考えるのだろう。生徒監視委員は敬けい遠えんされる存在として、学園生活においてある種鬼き門もん的な扱あつかいを受けている昨さつ今こんである。

「で、灘くんがどうしたの？」

　孝助が訊たずねると、優はカメラと一緒に肩にかけていた鞄かばんから、幾いく重えにも縦折りにされた白い紙を取り出してみせた。表に「果たし状」と書かれてないのが不思議な形状である。そして「これよこれ」と広げられた中には、生徒監視委員会に入れろという旨むねの文書と、きれいな朱色の「不可」という判が見て取れた。

「私が信用できないから入会不可だってさ。まったく、青少年を陥おとしいれる凶悪事件からクラスメイトを少しでも守りたいというこの想おもいは通じないものですかね」

「しょうがないよ、結構デリケートな活動内容なんだし。ほら、生徒の個人情報とかも管理しないと……」

　……そういうことか。

　自分で言ってて、孝助は優の目もく論ろ見みが何となく理解できた。生徒監視委員会はその活動の都合上、生徒の個人データを管理する義務を負おっている。スキャンダルを追い求める新聞部員が喰くらいつきたがらない理由がないのだ。ならば灘の方もそれを見越した上で、彼女の崇すう高こうな想いという名の陰いん謀ぼうを打ち砕いたのだろう。

　そして今、そのつけは確実に孝助の方に回ってきていた。結果的に良かったのか悪かったのか、彼にはいまいち判別がつかなかった。

「とにかく私としてはこれで引き下がるなんてできないわけよ。何しろ宝の山よ、山」

　本音が出た。

「というわけで、何かいい手はないかな」

「いや、そんなこと訊きかれても……」

　何と答えればいいのだろう。孝助は迷い、それから傍かたわらにある乙組の教室を横目で見た。黒マントの女子が寝ているだけで、あとはもう残っている生徒などおらず、助け舟になってくれそうなものは見つからないはずだった。

「──手ならあるさ」

　しかしそう言われて振り返った先に、笑顔の少年が佇たたずんでいたのである。

「なに、簡単なことだ。君達も知っているだろうが、生徒監視委員は経験者が優先して採用される。一見不利にも見えるが、要は実力主義の世界ということさ」

　だったら実力を示せばいいだけじゃないか──と、工藤は笑顔で進むべき道を照らしてみせた。心なしか優のどんより顔が光ったように、孝助の目には映うつった。




　そして、その挙あげ句くが教室での作戦会議を兼ねたティーパーティーというわけである。まあ、何もなしでただ語り合うのも確かに味あじ気けないだろうが、それにしたってわざわざメイド風の同級生を呼びつけて紅茶を入れさせることもない、と孝助は思った。

　そして素直に給きゆう仕じに徹てつするメイドもメイドだった。どうも乙組には変わり者が多い。

　しかしともあれ、ここは相談の内容である。工藤が言った「実力を示す」とは、何か巷ちまたで起きている青少年がらみの事件を解決させればいい、というものだった。その例として挙がったのが、隣町で起きている連続髪切り魔事件というわけだ。

　事件の中身に関しては、優の言ったところが大部分なので改めて説明することもないだろう。要は特定の学校に通う特定の髪型の少女ばかりを襲う変質者である。一応被害といっても髪を切られるだけだが、それだって被害者の精神的ショックは大きなものだろうし、何より犯人はまだ捕まってない。もっとも捕まっていたらこの作戦も無意味になってしまうわけだから、それはそれでいいのだろうが。

「西桜女学園って隣町だよね。あの辺は行ったことないんだけど……ああここか。ちょっと距離あるね。でも歩きかな」

　さっそく行く気満々になった優が、鞄から携帯用の地図を取り出して目的地を確認し始めた。さすが記者ともなると、取材の準備にも抜かりないのだなぁ、と孝助は他人事のように感心してみた。

　いや、実際他人事なのである。ただそこにいたからという理由だけで優に愚ぐ痴ちを聞かされ、その流れでお茶会に参加し、今ここに至いたる。だから他人事で間違いないはずなのだ。

「んじゃ行くよ、倉時くん」

「？」

　予想外の展開に精一杯の疑問符を投げかけた孝助に対し、優は「！」と感かん嘆たん符で返してみせた。もうこうなってくると会話ですらない。

「いいから一緒に行こうよ。どうせヒナちゃんにも茶さ凪なぎちゃんにも置いてかれて独ひとりなんでしょ？　助手ってことでいいじゃないの」

　彼の幼馴染と双子の妹の名を、彼女は挙げた。これまたどちらも同級生というのが、高校に入学して新しい生活が始まったのだという実感を孝助から確実に奪っていたが、それはそれとしてなぜ急に助手なのか。

「ほほう、犯罪事件の調査にか弱い女の子を一人で向かわせる、と？」

　不眠と危険は恐れないんじゃなかったのか、という返し技は、残念ながらお人好しの少年の頭には浮かばなかった。結局押され負けした孝助が、チリトリを探しに戻ったメイドと入れ違いで優に引きずられて教室を出て行く中、「しっかりやりたまえ」と笑顔で見送る工藤だけが、一番他人事のように振舞っていた。
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　西桜女学園は隣町の端はしの端という、隣にしてはなかなか距離のある位置に存在していた。二人は御伽学園の近くにあるファーストフード店で急いで──と言うよりは、無駄に急いだ優が孝助を急せかしただけだが──昼食を済ませると、その足でまっすぐ目的地へと向かった。

「うちのクラスって、変わった人が多いよね」

　歩く傍ら、孝助は優にそんな話題を振ってみた。

「さっきのメイドさん、緒お深み田たさんだっけ。あの子も変わってるけど、他にも変な格好をした人とか結構いたし。ほら、さっき寝てた子も黒いマントなんか羽は織おっててさ。それに灘くんもちょっと変だよね」

「ああ、今その男の名前を口にすると、割かし不機嫌になるよ、私」

　もともと自分から愚痴ってきたのに、エライ言い様である。

「それに言ったでしょ。私はただ変わってるだけの人とか、あんまり興味ないの。地元の名物おじさんなんて記事、どう考えたって穴埋め用じゃない。それよりも人間同士の情念のぶつかり合いと、そこから巻き起こる惨劇。これこそトップニュースとして相応ふさわしい、誰もが求めてる記事ってわけ」

　二時間ドラマのような夢と希望を語りつつ、優はその歩調を速めた。

「だからベストなのは──うちの学校でそういう事件が起きることなのよ」

　それは全然ベストではない、と孝助は思った。

　やがて目的地に着いた二人は、中腹まできた登山家のような顔で、眼前に建つ建物を眩まぶしそうに見上げた。私立西桜女学園の校舎は煉れん瓦が造りを模もした外壁で囲まれ、どこかクラシックな雰囲気を漂ただよわせていた。さらにそこを歩いていく生徒達の落ち着いたコーヒー色の制服が、またそのクラシックぶりに拍はく車しやをかけている。

「うちの学校もこれぐらいお洒しや落れになればいいのにね」

　優は自分の濃緑色のブレザーの裾すそを摘つまみ、そんなことを呟つぶやきながら、校門を抜けてズンズン奥へ入っていった。そしてふと振り返り、孝助が門の前でためらっているのを見るや、凄すさまじい勢いで駆け戻ってくる。

「何してんの？」

「いや、だってここ女子校だし……」

　健全かつ奥おく手てな男子が入場に戸と惑まどって何が悪いというのか。

「客よ客。来客のふりしてりゃどうとでもなるって」

　優はなおもためらう孝助の袖そで口ぐちを摑つかみ、グイと中へ引きずり込んだ。放課後とはいえまだ生徒の数は多く、当然他校の人間である二人の姿はよく目立っていた。

「でも、これからどうするの？」

「んなもん、聞き込みに決まってるでしょ」

　確かに妥だ当とうな調査方法である。が、それなら中に入らずとも、門の外で誰か適当に捕まえるわけにはいかなかったのか。

「とりあえず被害者探しからだね。確か三、四人いるはずだけど、名前は公表されてないから、やっぱりそこから始めないと……」

　そう言って優は辺りを見回し、いないなぁ、と面白くなさそうに呟いた。いったい何をどうやって判別しようとしているのやら、孝助にはさっぱり分からなかった。

　しかしそれよりも今彼の頭の中は、とにかくこの場を何とかして離れようという想いでいっぱいだった。あまりうろつき過ぎて通報されても敵かなわないし、かと言ってこのまま彼女の好きにさせておけば、確実に校舎の中へと踏み込むに違いない。あるいは優を置いて一人逃げるのも手かもしれないが、女子校の敷地内で迂う闊かつに同伴の女子から離れようものなら、それこそとんでもない誤解を受けかねない。

　悩んでいると、ふと優が中庭の真ん中で立ち止まった。

「よし、こうなったら奥の手を使おう。倉時くん、ちょっと両腕を前に出して」

　何か思いついたらしい。孝助は嫌な予感に脊せき髄ずいを強こわ張ばらせながらも、恐る恐る両腕を持ち上げて優の前に差し出した。彼女はそれを見て満足げに頷うなずくと、おもむろに摑んで自身の両肩の上に置く。

　互いに向き合って、いかにもこれから何やら始めようという形である。刹せつ那な、相手の大きく開かれた口を見てとっさにすべてが理解できた。

「いやー！　チカ──」

　最後の「ン」という音だけはどうにか手で塞ふさぐことに成功した。

　しかし半ば抱き締める形で女の子の口を塞ぐ少年という図は、決して穏おだやかな情景ではない。周りで遠巻きに様子を眺めていたここの生徒達も、ついにこちらがまともな連中でないと察さつしたのだろう、好こう奇き心と警戒心からじっとりとした視線を送ってくる。そして当然ながら、その数は徐々に増えつつあった。

「よし、人が集まってきたね」

　口元から手を押し退のけ、優が小声で囁ささやいた。それが目的だったらしい。

　万事休す。孝助は頰を赤く染めて伏ふし目めがちになり、もはや彼女の為なすがままである自分を心の中で責め続けた。

　声をかけられたのは、ちょうどそんな時である。

「ちょっと、あなた達何なの？」

「客です！」

　威い張ばって答える優を横に、孝助は顔を上げて質問主を見た。ちょうど女子が一人、生徒の輪を搔き分けて近寄ってくるところだった。それと同時に周りも徐々に退ひき始め、やがて一分もすると中庭は必要以上の静けさを取り戻した。

　相手は神経質そうな尖とがり目をキッと吊り上がらせ、口元を締めてこちらを睨みつけていた。短く切り込んだ髪はそれなりに整えられてこそいるが、それがどことなく男性的な雰囲気を醸かもし出している。

　右腕に腕章が巻いてあった。「生徒監視委員会」という文字が見て取れた。

「何じろじろ見てんのよ」

　孝助の視線が気になったのか、少女は顔をしかめて右耳の前に手をやった。そして横髪を搔き揚げるような仕草をしたが、普通の短髪にそれほど長いものはついておらず、結果その手は剝むき出しの揉もみ上げを撫なで上げただけに終わった。

　どことなく不自然な動作に見えた。どうも癖として無意識のうちにやったようだが、するとこの少女の髪が短くなったのはつい最近のことに違いない。

　もしかして、大当たりではないのか。

　孝助は優の方をちらりと見た。しかし向こうはそんな事実に気付いた素そ振ぶりりもなく、助手が何か言わないかとじっと待っている様子である。このままでは埒らちが明かない。とりあえずある程度素す性じようを明かして、妙な疑いだけはかけられないようにしようと、自己紹介などしてみることにした。

「ええと、すみません。僕達はその、隣町の御伽学園という所から来たのですが……」

　それを受けて優が、「一年乙組百川優。こっちは同じクラスで私の助手の倉時孝助くん」と、いらぬ情報まで垂たれ流す。

「御伽学園？　ああ、あそこね。クラス名が変な学校」

　西桜の監視委員からの返答は、かなりごもっともなものであった。

「で、その御伽の生徒が何の用？　言っとくけどうちは女子校なんだから、女子はともかく男子の方は、そうほいほい入られても困るんだけど」

「すみません」

　言われて孝助は素直に詫わびておいた。もちろん彼が悪いわけではないが。

　しかし真に悪い人物は何の反省も示すことなく、肩に掛けた鞄からメモ帳を取り出して、「ちょっと取材に協力してくれない？」と単刀直入に事を進め出した。

「取材？　あなた何なの？」

「新聞部員よ」

　納得できそうなできなさそうな返答である。

「最近この辺に出没している連続髪切り魔を追ってるの。で、その被害者とか知ってたら名前を教えてくれないかな」

　知ってるも何も、目の前にいるこの人物こそ被害者には見えないのか。孝助ですら気付いたのだ。優がそれなりに場数を踏んでいるなら、すぐさまそこに思い至るべきである。それとも彼女なりの鑑かん識しき眼がんでは、この少女は無関係だというのか。

　しかし目の前で指差して指摘するというのも気が引ける話だった。何しろ向こうだって、こんな目に遭あってそれなりの精神的苦痛を負っているはずなのだ。

「……知らないわよ」

　生徒監視委員改め被害者の少女は、案あんの定じようそう言って拒絶の意を示した。

「それに取材自体お断りよ。そうやっていろいろ嗅かぎ回って、何が迷惑かとか考えられないなんて馬鹿にも程があるわよ」

　はっきりと敵意が剝き出された。だいたいにわか助手に仕立て上げられた孝助にしたって迷惑な話には違いない。しかしそれを優に直接言って仲なか違たがいしようという気は彼にはないし、できることならこの場を穏おん便びんに済ませたいのも事実だ。だが相手の発言で彼女がキレてしまえば、それも危うい。

　彼はハラハラしながら新聞部員の出方を待った。しかしその辺はさすが報道の僕しもべというべきか、優は例によって頰を引き攣つらせ、「よく言われるんだよね、それ」と笑ってみせただけだった。

　あまりよく言われるべき内容ではない。

「まあ、そっちが被害者を教えたくないってんなら、それでもいいよ。でも代わりにポニーテールの子がいたら教えてよ」

「どうする気よ」

「被害者候補としてマークするの。次に狙われるのはその子に決まってるんだから」

　どうも立場というものを弁わきまえていないらしい。

　優の発言に当然相手は今以上の不快感を露あらわにしてきた。そして失った後おくれ毛をもう一度搔き揚げ、もどかしい手つきで指先をひくひく震ふるわせながら、一言「あほか！」と叫んだ。

「もういないわよ！　これだけ狙われてんだから、いなくなって当然でしょ！　もうあんたら帰れ！　来んな！」

　どこか外れたらしい。

　それでも優は挑いどむ気満々で身を乗り出していったが、今度ばかりはさすがに孝助の方が放っておかなかった。彼はすかさず二人の間に割って入り、その激突を避けようとした。

　ただ、その結果勢い余った優が彼を力いっぱい突き飛ばしてしまうことまでは、予測しておけという方が無理な話だったかもしれない。しかし現実は意外な展開を示すもので──いや、あるいは孝助なればこその自然な結末だったのかもしれないが、とにかく彼は思いっきりコーヒー色の監視委員に向かってダイブする羽は目めになった。

　柔らかい、と感じた矢先に悲鳴が上がった。

　孝助は慌てて立ち上がると、優の腕を摑んで「失礼しました」と詫びを残し、急いで人のいない方へ走った。引きずられる側に回った優はギャーだのニャーだのと騒いだが、やがて中庭の横にある小さな建物の陰に飛び込んで孝助が足を止めると、ようやく向こうもフウと息をついた。

「ああもう、このまま引き下がると思ったら大間違いよ」

　それでも諦あきらめたわけではないようである。

「とにかくいったん学校へ戻って態勢を立て直そう。普通の取材が駄目となると、今度は不法侵入ぐらいしかないしね」

「いや、僕は学校より家に帰りたいんだけど……」

　そんな孝助の哀あい願がんは、当然ながら優の耳には届かなかった。彼女は振り向きざまに校舎に向かって一回フラッシュを焚たき、アイルビーカムバックだぁと叫んだ。殴り込みか何かと勘違いしているらしい。

　うんざりするほど見上げた記者根性である。孝助は深く溜ため息いきをつき──続いて自分も人のことばかり責めていられないと気付いた。

　走ってきた時には夢中で分からなかったが、ふと見ればすぐ横に金網のフェンス。その先には鮮明なグリーンに彩いろどられたテニスコートがあり、当然テニス部員と思われる生徒達が、健康的な太ふと腿ももも露わな純白のユニフォーム姿でこちらを睨にらみつけていた。

　片や男子。片やカメラマン。組み合わせ的には甚はなはだ拙まずい。どうしてこんな所へ誘導なんかしてしまったのだろうと悔くやんでもどうにもならず、やがて横手の建物から悲鳴が上がり、窓から中を覗のぞき込んでそこがシャワールームだったと知るや、孝助は再び優の腕を摑んで初めての女子校を後にしたのだった。
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　いくら春とはいえ、いい加減陽ひ射ざしも薄くなってきた頃、二人はようやく御伽学園に戻ってきた。だいぶ残っている生徒も少なくなっていたが、それでも優が携帯電話で工藤に連絡を取ると、向こうは律りち儀ぎに教室で待っていたようで、相変わらずの笑顔でにわか探偵達を迎えてくれた。

「散々だったようだね」

　乙組のドアを潜くぐった二人が何も言わないうちから、工藤はすべてを見み透すかしていたかのように、くすくすと息を漏もらした。メイドと黒マント娘の方はもういなかった。さすがに帰ったのだろう。

「成果がどうという以前に、何か失態をやらかしたと見たがどうだろう」

「よく分かったねぇ」

　優がうんざりした顔で頷いてみせる。どうやって彼がそんなことを予想したのかは不明だが、どのみち自分一人が悪者にされているような気がして、孝助はその頼りなさげな表情を哀しげに固めた。

「いや、実はついさっき君達の行った先から連絡があったのさ。先生が応対したところ、どうもうちの学校の生徒が二人、少々過あやまちを犯したようだという。しかも彼らの所属するクラスというのが、どうやらここらしい──。まあ、僕はずっと学校に残っていたわけだから、自然とそんな情報も入ってきたということさ」

「連絡って、やっぱりその、クレームだったのかな？」

「心当たりがあるというなら、そのとおりだろうね」

　恐る恐る訊ねた孝助に対して、工藤はさも当然というように頷いてみせた。最悪の状況である。どうして入学早々こんなことになっているのだろう、と孝助は強張った顔を切なく曇らせ、その元凶たる優をそっと視界から外した。

　まあ、外したところでそこにいることには変わりない。

「いいよ、べつに。お叱しかりでも何でも受けようじゃないの。こっちにだって報道の意地があるんだから」

　そんなもの、孝助にはない。

　工藤は「気を落とすことはないさ」と火に油を注ぐような励はげましを言って、ふとその視線を二人の肩越しに、扉の方に向けた。

「ただ……担任よりも厄やつ介かいな相手に叱られそうな雰囲気だがね」

　その言葉に孝助は顔を上げ、後ろを振り返った。優もまた続いて体を反転させ、そしていつの間にか扉口に立っていた相手を目視するや、「ゃー」と言語的に不安定な音を発して、その顔に果てしなき敵意を浮かべてみせた。

「さっき西桜女学園の方からうちの生徒指導部に連絡があったんだけどね」

　一同の視線が自分に注がれたと知った瞬間、その人物は優に負けず劣らずの敵意をもって全力で睨み返し、憮ぶ然ぜんとした口調で挑んできた。

「問題を起こした二人が一年乙組だと判った途と端たん、僕の方に回ってきたよ。まったく、君きみ等らは何をしでかしたいのさ」

　眉み間けんに皺しわが寄せられ、その瞬間メガネの位置が軽くずれる。それを中指の先で直しながら、一年乙組の生徒監視委員こと灘英斗は皮肉的な台詞せりふを吐いた。

　乱みだれのない頭髪から服装まで、隙すきなくキッチリとした男である。そしてついでにこの口調。もっとも言葉遣づかいに関しては工藤にも似たようなことが言えるが、しかし終しゆう始し笑顔の彼とは違い、こちらはその外見も相まって、実に過か剰じようと言っていいほどの気取りぶりである。

　こうしてまともに接するのは初めてだが、これなら優に不可の判を食らわしたのも納得が行くな、と孝助は呑のん気きなことを考えた。

「灘くんには関係ないことだよ」

　優は腰に両手を当て、無駄に威張ってみせた。関係ないどころか、そもそもの事の起こりにはこの男が絡んでいたはずなのだが。

　孝助は困った顔で灘と優を交互に見み遣やり、それから一人傍ぼう観かんしている工藤の方に視線を向けてみた。工藤は案の定笑顔でその様子を眺めていたが、孝助が助けを求めていることに気付いたのだろう、軽く何かを考える素振りをしてから、「一つ訊きかせてもらえないか」とこちらの話題に割り込んできた。

「何だい、工藤くん」

　険けわしい表情を変えないまま灘が言い返す。無関係な相手にまでこの調子では、これから先が思いやられる。

「いや、実にどうでもいい疑問なのだがね。もう放課後もいいところだ。どうして君がこんな時間まで残っているのかと思ってね」

「その台詞はそっくり君に返したいところだけど、まあ、こっちにはこっちの事情があるんだから仕方ないだろう。どのみち君等には関係ないことだよ」

「隠し事とはよろしくないね。これから一年間クラスメイトとしてやっていこうというのに、もっと信頼関係を大切にすべきだとは思わないかい？」

　そういえばクラスメイトなのだなぁ、と孝助はこれまた呑気に他の三人を眺めた。にしても甚だ不安なクラスメイトばかりである。だいたいこの三人以外にも妹と幼おさな馴な染じみがいる時点で、まともな学園生活など送れそうはずもない。

　彼の落ち着いた不安をよそに、灘はブレザーの胸ポケットから一冊の手帳を取り出し、慣れた手つきでさっとページを捲めくった。

「とにかく事情聴取をさせてもらうよ。君等が具体的に何をやったのか、ちゃんとまとめておかないといけないからね」

「んー、じゃあその手帳、後で見せてよ。そしたらあることないこと白状してもいいから」

　優が負けじと言い返す。というか、おそらく本気でそう言っているのかもしれないが、しかしそんなことで生徒監視委員が折れる様子もなかった。

　そして迷走し始めた状況の中、第二の助け舟は訪れた。もっとも工藤が優雅なゴンドラだったとすれば、こちらは水上バイクのような勢いで廊下を驀ばく進しんし、灘のもとに走り寄ってきたわけだから、絶妙なタイミングと言うよりは、単に空気を読んでないだけのようにも思えた。

「灘ちゃん、あのマウス、やっぱりどっか行っちゃったみたい」

　そう騒いだ水上バイクの女子は、先ほどのメイドにこそ劣おとるものの、やはり特徴的な格好をしていた。まず目に付くのが身に羽は織おっている白衣である。それから顔の瓶びん底ぞこメガネと、頭の両脇に安物の輪ゴムで結ゆわえた髪。いかにもお洒しや落れとは無縁の若き科学者ですと言わんばかりに登場したその手には、レジのバーコード読み取り機にも似たＴ字型の謎の機械。

「センサーに反応ないんだよね。せっかく目印のチップ埋め込んだのに、あれだって安くないんだよ」

「冗談じゃない。どうしてそう自分で責任のとれない事態を起こすんだ、君は」

　灘の矛ほこ先さきは、見事なまでに白衣の娘に向け直された。

　彼女はムゥとむくれ顔になり、「そりゃミスったのは私だけどさ」と手元の装置を無意味にくるくる回転させてみせた。そして当然と言えば当然の如ごとく、何事かを察した優が頰を引き攣らせて身を乗り出す。

「あなた、同じクラスの葦あしヶが谷や伊い織おりさんだよね。何があったの？」

「べつに大したことじゃない」

　伊織という少女に代わって答えたのは、なぜか灘の方だった。

「君には関係のないことなんだから、いちいち首を突っ込むのは止やめたまえよ」

「どうしてそう私を隔かく離りしたがるのよ、灘くんは」

　優が頭を搔かき毟むしりながら言い返す。ただでさえ寝ね癖ぐせのついていた髪が凄すさまじいことになっていく。どっちもどっちだ、とは孝助の心に浮かんだ素直な感想である。

「マウスが逃げたのだろう？」

　事態に見かねてか、ようやく自主的に工藤が口を挟はさんできた。

「それぐらいは会話から察しがつくさ」

「ご名めい答とう。きみ、工藤くんだっけ？　鋭いね」

　伊織は嬉しそうに頷き、得意げに手にした装置をなぜかこちらに翳かざした。形だけ見れば電気剃刀かみそりにも似ているな、と孝助は自分の顎あごを撫でながら思った。と言っても男性ホルモンがいまいち控ひかえめなのか、その肌はきれいなものだが。

「科学部の活動の一いつ環かんとして、実験用のマウスが野生環境下にもたらす影響ってのを調べてたの。で、識別用のチップを埋め込んで近所の下水道に放してみたんだけど、思ったより移動距離がすごくてね。見失っちゃったってわけよ」

「要するにネズミの迷子ね……」

　優の興味は途端に薄れたようだった。まあ、無理もあるまい。

　灘はそんな彼女の様子を確認すると、手帳をポケットに戻し、再び廊下へ出た。そして振り返ることなく背を向けたまま、「仕方ないか」と呟つぶやいた。

「百川さんに倉時くん、君等二人の事情聴取は明日に回すことにしよう。だからもう帰りたまえ。こっちはその迷子捜しで忙しいんだ」

「生徒監視委員ってのはそんな仕事まで請うけ負うもんなの？」

「ああそうさ。だからこれ以上の余計な手間はごめんだよ。──さて葦ヶ谷さん、君は僕と一緒にマウス捜しだ。学校に残っていた何人かに声をかけたから、数が揃そろい次し第だい出発するとして、とりあえず君はそのセンサーとやらで一足先に周辺を調べてみてくれ」

　何だか大掛かりな捜索をするらしい。孝助はおずおずと手を挙げ、「僕も手伝おうか」と言ったが、灘は首を横に振っただけだった。

「気持ちはありがたいけど、君には不向きだよ」

　ネズミ捜しに向き不向きがあるのか。

　それともよほど凄い捜し方でもするのか、と孝助が疑問に思った時、廊下の方からぞろぞろと五人の生徒が連れ立ってやってきた。

　まず先頭に立っているのが長身の男子である。そのまま俳優にしても申し分ないほどの顔立ちだが、何か悩みでも抱えているのか、表情に陰かげりが見える気がする。それからやはり長身の女子。こちらは長い髪を後ろできちんと結び、妙に落ち着いた佇たたずまいでいるところ、大和やまと撫なでし子この雰囲気を漂ただよわせていた。

　その後ろには、異国の血が混じっているのか、銀髪に白い肌という不思議な感じの少女が控えめに続き、さらに彼女ほどではないにしろ、髪を脱色しすぎた男子が一人。そして最後の一人は背に木刀など差した、あまりその辺をうろついてはほしくないタイプの少年だった。

　皆、顔に見覚えがあった。乙組のクラスメイトに違いない。

「一人足りないね。田た崎ざきくんはどうしたんだい？」

「何か家に取りに戻るとか言って出てったぜ。どうせバックレだろ？　ていうか俺も帰りたいんだけど」

　脱色少年が面倒臭そうに答える。あまり捜索隊への参加には乗り気でないらしい。

「だいたいどうして俺がネズミなんか捜さなきゃいけないんだよ」

「いちいち文句を言うのはよしたまえよ。君等全員同じ気持ちなんだから」

　捜索隊を編成した当人にそう言われては、元も子もない話である。が、灘の言葉を信じるなら、この五人こそがネズミ捜しに向いている面々ということになるのだろうか。

　孝助は彼らをざっと眺め、やはり何がどう向いているのか分からずに小首を傾かしげた。

「さて、出発するとしようか」

　灘はそう言うとこちらを振り返り、「君等は帰りたまえ」と再度念を押すように繰り返した。

「もちろん──工藤くんもね」

　最後のその一言に、微かすかに淀よどみが感じられたのは気のせいだったか。だが孝助がそれを確認する間もなく、灘は伊織と捜索隊を伴ともなって引き揚げていき、やはり元の三人だけが教室に残った。

「ねえ倉時くん」

　宿敵の姿が見えなくなるや、優はすぐさま血走った目を孝助に向けてきた。

「ネズミ捜しを手伝うとか言って逃げようとしたでしょ、今」

「う……」

　しっかり読まれていたらしい。

「駄目だよ、私達には髪切り魔を捕まえるっていう重大な使命があるんだから」

「ちょっと待ってよ。使命って、僕はただ百川さんが無理矢理助手に……」

「ああもう、男がいちいち言い訳しないの！」

　性差別もいいところである。しかも言い訳ではなく事実だ。

　孝助の控えめな抵抗など通用するはずもなかった。明らかにブレーキの壊れた新聞記者は、彼の腕をがっちりホールドすると、工藤に向かって「これからどうしよう？」と訊ねた。もはや自分で考えるつもりはないらしい。

「帰るべきだね」

　笑顔の男の答えは、意外と薄情な──しかし孝助にとってはありがたいものであった。

「もうそろそろ陽も落ち始める時刻だ」

「えー？　せっかくなんだし、一緒に行こうよぅ」

　優は不ふ服ふくそうだった。孝助にしてみれば、だったらすぐさまこの腕を放して、工藤の方にしがみ付いてくれ、という気持ちでいっぱいだったが。

「いや、確かに調査を続けたい気持ちも分からなくはないが、これから現地に乗り込むのもどうかと思うのさ。何しろ時間が時間だ。おそらく例の通り魔が動き出す頃だろう。曲がりなりにも相手は犯罪者なのだし、変に近くで動いて目を着けられても拙かろう」

　至し極ごくもっともである。ただ、そんな正論がこの少女に通じるとも思えない。

　だが工藤の行動は素早かった。彼はすぐさま鞄かばんを摑つかんで廊下へ出ると、「監視委員入会作戦の提案者として、その熱意があいつに伝わることを祈っているよ」と相変わらず無責任な発言を残し、足早に去っていった。それを引き止めない優も珍しいと思ったが、孝助がそちらに目をやると、彼女は何やら難しい顔であらぬ一点を見み詰つめている。どうやら考え事をしていて止めそびれただけだったようだ。

「じゃあ百川さん、僕も帰るからね」

　孝助は力の弱まった優の手を解ほどき、そっと彼女のそばを離れた。そしてすっかり遅い時間になったことに憂ゆう鬱うつ感を覚え、家に帰ったらお節せつ介かいな妹に何と言われるかと考えながら、工藤の後に続いて教室を出ようとした時だった。

「それだっ！」

　突然優が叫んだ。孝助はびくんと身を震わせ、恐る恐るその足を先へ進めようとした。

「ああそうだよ、どうして気付かなかったんだろ。すごく簡単なことじゃないの。いちいち聞き込みなんかしてないで、直接犯人に会えばよかったんだよ。だから倉時くんちょっと手伝って、って逃げるなコラっ！」

　背後から肩に指が食い込んできた。明らかにツボではない箇か所しよが刺激された。

「ねぇ、君ってよく女顔だって言われない？」

　それは──これから展開されるであろう作戦をあまりにも的確に予想させる、彼にとっては悪夢以外の何物でもない問い掛けでしかなかった。
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　西の空が朱あけに染まる頃、孝助と優は再び隣町を訪れた。途中、警察や地元の人間が見回りをしているところにも数度出くわしたが、彼らとて隅すみ々ずみまでを徹底的に監視できるわけではない。ただ、あくまで生徒の通学路として定められた場所を守るだけなのだ。

　狩りをする獣は、獲物となる草食獣が群れから離れたところを狙う。こちらがひと気のない道を選んで歩けば、向こうから自おのずと姿を現すはずだ、というのが優の推測であった。

　意外と頭脳派である。ただ、やはりこの方法には少し疑問を抱いた方がよくはないか、と孝助は改めて己の姿を見下ろし、世界中の羞しゆう恥ち心を込めてブルブルと身を震わせた。

　スカートを穿はかされたのは生まれて二度目である。一度目は忘れもしない小学生の時。妹の茶凪の号令のもと、クラス中の女子が集団で自分を囲み──と思い出したところで自己嫌けん悪おに陥おちいりかけ、追つい憶おくに浸ひたるのを止めにした。

　彼は今、コーヒー色の制服を身に着けて歩いていた。当然だが、頭にはポニーテールに結ったロングのカツラ。いったい優がどこからこれを調達してきたのかは知らないが、訊ねても「蛇じやの道はヘビよ」としか言わなかったので、深く詮せん索さくはしてない。

　しかし一番の問題は、自分が今独ひとりきりであるという点だった。

「だいたい二人で歩いてたら、向こうも警戒して出てこないはずだよ」

　別れ際にそう言った優もまた、なぜか同じ西桜の服を着ていた。

「二手に分かれて手分けしておびき出そう。で、襲われそうになったら逃げること。それも向こうが確実に追ってくるように、ひと気のない場所へ向かってね。ああ、あそこに見える給水塔の辺りがいいかな。その時は合図に携帯鳴らして、そしたらあそこで合流ってことで」

　散々勝手にいろいろと決めた挙句、彼女は携帯番号だけ交換して別の方向へスタスタと歩いていった。しかもカツラなしで、である。何やら一人分しか用意できなかったとのことだが、だったらそれを優がかぶって孝助が後から尾行する形にした方が、よほどまともな作戦になったのではないか。だいたいもし本当に襲われたとして、逃げた後どうすればいいのやら。

　だが向こうもその辺はしっかり考えているようだった。

「確かに捕まえられれば本望だけど、実際にそこまでやることはないと思うんだ。だから犯人の顔写真が撮れればオーケー。それを警察に届けて事件解決。上う手まくすりゃ金一封よ。ジュース代ぐらいにはなるでしょう」

　で、要するに写真を撮ったら、後はひと気のある方に向かって走るだけらしい。しっかり考えているのは間違いないが、その内容にはやはり難があるとしか思えなかった。

　いや、今はそんなことなどどうでもいいのだ。とにかく普通の格好に戻りたい。

　いくら辺りにひと気がないとはいえ、何事にも超えるべきでない一線というのは存在する。それに幼少の頃ならともかく、さすがに高校生になってからの女装ともなると、感じるものもいろいろと変わってくるわけで。

　孝助は火ほ照てった顔を夕焼けで誤ご魔ま化かしながら、ともすればスースーする両腿ももの間を懸命に擦すり合わせ、鞄でスカートの前を無駄に押さえて、捻ねん挫ざしたエリマキトカゲのようによたよたと足を動かし続けた。

　仮にこのまま何も起きなかったとして──起きても困るが──、結局自分は何のためにここまで優に尽くしているのだろう。これから先もこんな感じで一年間甚いた振ぶられるのだろうか。幼馴染の雛ひな世よは助けてくれるだろうか。どうせ妹は笑って見ているだけだろうし、嗚あ呼あそういえば保育園の頃から僕はずっとこんな調子で……

　次第に精神が崩壊していく様を味わった倉時孝助高校一年生の春。転てん機きは意外と早く訪れた。

「もし、そこのオジョーさん」

　アスファルトの端に、塀に背を向けて佇んでいた怪しげな人影が、不意に孝助に向かって声を掛けてきたのだ。

「ちょっとお時間、よいですか？　なぁに手間は取らせません。この天眼鏡でちょっとばかりあなたのお姿を覗のぞかせてほしいのです」

　声からして若い女性のようだった。黒い布で肩から上をすっぽりと覆おおい、辛うじて覗かせた目元には薄紫色に曇った色眼鏡。一方身に着けているのはこれまた漆黒の着物で、所所に勾まが玉たまを連つらねて作られた独特な装飾品がぶら下がっている。右手に大きめの虫眼鏡を握り締め、左手には紫の風呂敷を巻いた正体不明のバトン状の物体。怪しいと言えば怪しいが、街頭占い師だと言われれば何となく納得もしてしまいそうな、そんな出いで立たちだった。

　孝助は声が出せなかった。緊張からではない。いくらこちらが女顔といえども、一応は変声期を過ぎた男性である。何か言えば確実に女装していることがばれてしまう。

「ほほう、これは興味深い」

　謎の占い師は虫眼鏡で孝助の顔を眺め、目だけでにんまりと奇怪な笑みを形作った。

「その髪型は紛まぎれもなくポニーテール。そしてあなたが着ているその制服、色と校章の形から見て間違いなく西桜女学園ですね。待つこと三日、今日ようやくここで出会えたとは、何という巡り合わせでしょう。まさに運命、されど運命。すべては天のお導きなのです」

　彼女はそう言って虫眼鏡を懐ふところにしまうと、左手の風呂敷をサッと払い落とした。

　中から出てきたのは、いわゆるバールと呼ばれる代物だった。

「というわけで、ちょっと死んでもらいます」

「何で！」

　あまりに理不尽なことばかり続いたせいだろう、つい孝助は声に出してツッコんでいた。

　しかし彼女の服装を見れば、だいたいのことは納得が行く。黒い服に色の濃いメガネと覆面という特徴は、確かに優が言っていた髪切り魔のそれと一致しているではないか。

　もっとも予想していた姿とはだいぶ違った。それに、明らかに髪を切るだけではない。

「こちらにもいろいろと事情があるのですよ」

　獲物の声質には気づかぬまま、占い師はバールを手に、じわりと一歩近づいた。

「私の占いによれば、西桜女学園に所属するポニーテールの生徒こそ、今後私達の計画を狂わせる最大の要因となるのです」

　何のことだかさっぱり分からなかった。

　だが迷っている暇はない。目印の給水塔は、多少角を曲がらなければならないようだが、見た限りではそんなに遠くはない。孝助は急いで体の向きを変え、カメラこそ最大の武器と信じる少女と落ち合うべく走り出した。背後で占い師が何か叫んだが、聞き分ける余裕などなかった。

　ただ、彼が一つ大きな過ちを犯していたのは間違いないだろう。確かに周囲の建物から頭一つ飛び出た給水塔は目印になる。しかしそこへ辿たどり着くまでの道がどのようになっているのか、地図なしで初めてこの辺りを訪れた人間が把は握あくしているはずもなく。

「まったく、そちらは行き止まりだと言ってますのに」

　角を曲がるや容赦なく袋小路に飛び込んだ孝助に迫りながら、占い師は呆あきれたように呟いた。

「さあ覚悟してください。そりゃ仲間達は誰も私の占いなんか信じてませんけど、これはきっと当たるんです。だからあなたは邪魔になるはずなんです」

　そんな曖あい昧まいな理由で殺されては堪たまったものじゃない。

　問題はここからどうやって逃げるかだ。今来た道を戻る以外にはなさそうだが、そこには殴る気満々でバールを掲げた占い師が立ちはだかっている。かと言って何もしないままやられるわけにはいかない。

　孝助は覚悟を決めると、わぁと大きく叫んで目の前の殺人鬼に突進を仕掛けた。これで少しでも怯ひるんでくれれば、道は開けるはずだった。

　しかし現実は厳しかった。何しろこれから殺そうと思っている幼顔の女子高生が適当に突っ込んできたところで、相手にとっては手間が省はぶけただけの話である。占い師は電動モグラでも叩たたくかのように、一切躊ちゆう躇ちよなくスコンとバールを振り下ろした。

　思いっきり外した。互いに格好悪い様である。

　だが彼女の行動は決して無駄ではなかった。辛うじて鋼の凶器から免まぬがれた頭は、代わりに相手の腕にぶちあたり、結果孝助はバランスを崩して派手に引っくり返った。

　幸い怪け我がはなかった。ただ、その時バッチリ見えたであろうトランクスに相手がどんな反応を示したかまでは、結局分からずじまいに終わった。ようやく助けが現れたのだ。

「おやおや、暴力沙ざ汰たとは穏やかではないね」

　孝助のピンチにすかさず駆けつけた人物は、手にしたスタンガンを素早く振るい、占い師を牽けん制せいして距離を取った。そして引っくり返った孝助のそばに立つと、夕陽を背に黒い影となったその顔を敵に向け──おそらくにやりと笑みを浮かべた。

「工藤くん？　どうしてここに……」

「なに、君達が心配で後をつけてきたのさ」

　工藤スグルは占い師から目を逸そらさずに言うと、片手を差し伸べ、孝助のカツラをぐいと摑み引っ張った。

　当然脱げた。

　ウゲェという占い師の呻うめきが夕ゆう闇やみに小さく響いた。

「残念だったね。見てのとおり、彼はポニーテールでもなければ、君が狙っている学校の生徒でもない。単に女装させられただけの哀れな少年だったのさ」

「人違い……というわけですか」

　どうやら己のミスを察したらしい。占い師は自じ嘲ちよう的に目元を歪ゆがめ、それから空を仰いで一言、「天のバカァ」と叫んだ。どうあれすべては運命なのだと信じているようだった。

「仕方ありません。人違いとなれば私は去るほかないのです。しかし私の目が確かなら、もしやあなた方は御伽学園一年乙組の方ですか？」

「どうしてそれを？」

「それについては答えられません。しかし困りました。私が独断であなた方と接触したとなれば……いや、もういいのです。とにかく今日のことは忘れてください」

　彼女はそう言い残すと、足早に走っていった。何とも不可解な通り魔である。孝助は状況が呑のみ込めないままその姿を見送ると、工藤の方に目で説明を求めた。

　彼は初めて真顔を見せていた。

「工藤くん？」

　思わず呼びかけると、工藤は軽く瞬まばたきをし、それから孝助の方に向き直って、改めていつもの笑みを取り戻した。何か考え事でもしていたのだろうか。まあ、気持ちは分からなくもないが。

「ねえ工藤くん、あの人のこと、どうすればいいのかな」

　孝助は改めて声に出して訊ねた。

「やっぱり警察に知らせるべきだよね。それと百川さんにも……」

「いや、それはどうだろう」

　少なくともあれは君達が追っていた人物とは別人さ、と工藤は首を横に振った。つまり髪切り魔ではないと言いたいのか。

「確かに標的は重なっていた。しかし目的は違う。もし今の占い師が通り魔と同一人物なら、これまでの被害者も皆あのバールで殺害されていたはずさ。しかし通り魔が使う武器といえば、君も知ってのとおり全然違うものだ」

　裁たちバサミ、か。

「じゃあ今の人は、髪切り魔とは無関係ってこと？」

「間違いないだろうね。ところで──少し気になることがあるのだが」

　工藤はその笑みを給水塔の方に向けた。朱あけに輝く西にし陽びがその向こうに沈みかけ、天空の夜との狭はざ間まに紫色の黄昏たそがれを映し出している。そしてその彩いろどりを眺める彼の表情は、心なしか生き生きとしているように、孝助には思えた。

「君は実際に例の学校へ行って様子を見てきたのだろう？　ならば分かっているはずだ。今現在、あそこの生徒でポニーテールをしている生徒は何人いる？」

「それは、確か……」

　これだけ狙われればいなくなる。西桜の監視委員はそう言っていた。確かに、自ら狙われる可能性の高い髪型に仕立てる必要など、自分のような囮おとりを除けばまったくない。

「となると、だ。標的を失った通り魔は次にどう出るだろう」

「諦めるんじゃないかな。もう狙う相手がいないんだし、しょうがないって」

「ならば問題はないのだがね。しかし一度爆発の快感を覚えてしまった人間にその抑よく制せいを求めるのは非常に困難なことさ。だからそうでない場合というのも考えてみようじゃないか。まず重要な点だが、例の通り魔は間違いなく標的を顔で判別していない。判断材料は服装と髪型のみだ。そしてもう一つの重要な点として、犯罪者の行動パターンに、同じ相手を繰り返し狙う、というものがある。これは深い怨えん恨こんや倒とう錯さく的情欲に起き因いんすることが多いが、どのみち相手を繰り返し怯おびえさせたいというサディスティックな欲望には違いない。さて、仮にこのパターンが問題の通り魔にも当てはまるのだとしたらどうなるか」

「つまり……犯人は過去に自分が襲った相手を制服と髪型で判断して、もう一度襲う、と？」

「そのとおり。犯人の強制的な散髪行為は、被害者を解放した後で一種の目印として機能することになるわけだ。まさにチップを埋め込まれて野に解き放たれた実験マウスじゃないか」

　そう言われて孝助は葦ヶ谷伊織のことを思い出した。彼女は始めからマウスを捜すつもりで下水道に放したから、多少事情は違うが。

「もう少し、仮定の話をしよう」

　工藤はどこか冷静な素そ振ぶりを残したまま語り続けた。

「犯人はまず初めに散髪行為をおこなった。つまり無意識的にとはいえ目印をつけたわけだ。そして結果ターゲットとなる髪形は消え、犯人は爆発を抑制されてしまった。そこで繰り返しの犯行に思い至る。しかし被害者と二度目に会った時には、当然向こうの髪は短くなっているはずだ。切るところがなければ、さてどうするか。いや、もっと簡単に言ってしまうなら、目印をつけた次は当然本番ということになりはしまいか」

「じゃあ……とても危険じゃないか」

「ああ危険だ。しかしこれもあの科学部員と同じさ。犯人は目印となるチップを見失いつつある」

　もう一度思い出してみたまえ、と工藤は夕ゆう陽ひに向かって囁ささやいた。

「髪を切られた生徒達はその髪をどうした？　まさか切られた時のまま放置しているわけではあるまい」

「それは……確かに」

　それなりの形になるよう、整えられていた。女だから、ではない。見知らぬ者の手で無理矢理歪められた髪型をそのままにしておくなど、当たり前の人間ならば精神的に耐えられるはずがないのだ。工藤の言う「犯人はチップを見失う」とはそういうことなのだろう。

　思えば優が西桜女学園内で被害者を探していた時も、犯人同様、髪形を参考にしていたに違いない。そして孝助の推測が間違っていなければ、おそらく切られた時のままの形を求めていたのだ。つくづくずれた子である。

　だがその思考を止めるかのように、工藤はこちらをすっと向いた。細められた目はいつものことだが、その瞼まぶたの奥から突き付けられる視線は真剣以外の何物でもない。

「これらの仮定から何が導き出されると思う？　今この界かい隈わいに、切り刻まれたばかりと見み紛まがう髪型で、あの茶色い制服を着て歩いている女子が一人だけ存在するじゃないか。となると次に狙われるのはおそらく──」

　孝助は、ハッと夕陽に目を向けた。

　突如携帯電話が鳴り、こちらが出る間もなくすぐに沈黙した。

　給水塔の方から悲鳴が上がるのが分かった。




　　　　５




　まず何よりも先に足が動いた。

　工藤からカツラをひったくって走り出した孝助は、慣れぬ細道をがむしゃらに突っ走った。そして予あらかじめ地図を確認しなかったことを後悔し、向こうが狙われる可能性をまったく考えていなかった自分の軽率さを呪った。

　この町には犯罪者がいる。その中を一人で歩く危険性は、間違いなく誰しもが背負っていたはずだ。

　陽が落ちようとしていた。

　切れそうになる息を叱しつ咤たしながら辿たどり着いた給水塔の前で、二つの黒い影が縺もつれ合っていた。

「百川さん！」

　孝助は力の限り叫んだ。だが優も自分の身を守ることで精一杯なのだろう、こちらを振り返る素振りは見せず、助けを求める声もなく、ただひたすらに犯人の手にある裁ちバサミの先端から逃れようとしている。

　相手は黒いトレンチコートに、深い帽子とサングラス、そしてマスクで顔を隠していた。あまりに自然な犯人像を前に孝助は一瞬足を止めたが、すぐに手の内のカツラを握り締め、揉もみ合う二人に躍りかかった。

　恐怖感がなかったと言えば噓うそになるだろう。しかしその時彼は、ただ目の前にいる変な同級生を救いたいという気持ちで必死だった。

　カツラは優の頭にぴったりとフィットした。

　同時に髪切り魔の動きが止まる。獣にも似た唸うなり声を静かに上げるその人物は、橙だいだい色いろの光を帯びたサングラスを優から孝助の方に向け直し、脂汗にまみれた凶器をじりじりと構えなおした。孝助の短い髪は、すでに充分なまでの乱れ方をしていたはずだ。

　来る、と思い目を瞑つむった。

　優が何か叫んだような気がした。犯人への静止の要求だったか、それとも自分を庇かばって死のうとしている愚かな少年の名か。答えを判断せぬまま、孝助が覚悟したすべての終しゆう焉えんは、しかし突然の疾しつ風ぷうによって吹き飛んだ。

　激しい打撃音とともにくぐもった呻き声が聞こえた。それから、迫ってくる複数の足音も。

　何が起きたのかと目を開けてみれば、三人の男女が暴れる髪切り魔を押さえ込んでいるところだった。そして彼らの顔ぶれに激しい既き視し感を感じた時である。

「まったく、あれほど帰れと言ったじゃないか」

　そう言われて振り返った先に立っていたのは、乙組の生徒監視委員こと灘英斗に違いなかった。

「だいたいその格好はどういうつもりさ。一歩間違えれば痴ち漢かんだよ」

　その点についてはあまり冷静にツッコまないでほしかった。

　どうやら灘に助けられたらしい。と言っても当然彼が犯人を取り押さえたわけではなく、実際に行動に移ったのは、彼と共にいたマウス捜索隊の面々である。

　まず率そつ先せんして通り魔を押さえ込んでいるのが長身の男子だった。その若じやつ干かん細いがよく締まった腕にはかなりの力が込められているのだろう、背部に宛あてがわれた一本だけで相手の動きをほぼ封じてしまっている。しかしその横では駄目押しするかのように木刀の少年が、持じ参さんした武器の先端を犯人の眼前に突きつけ、さらに大和やまと撫なでし子こが裁ちバサミの握られた右手首を力任せに踏み躙にじっていた。

　一方で優は白い方の女子に介かい抱ほうされているところだった。他にも葦ヶ谷伊織と脱色男子が控えて仲間と髪切り魔の乱闘を見守っていたが、彼らが新たに手を貸すまでもない。犯人はすでに抵抗する意思もなく、うつ伏せのまま頰を地面に押し付けてグッタリしていた。

「チッ、うぜってーもん着けやがって」

　なかなか言えないような台詞せりふを表情一つ変えずさらりと吐き捨てた大和撫子が、相手からメガネとマスクを毟むしり取った。そして中から現れた顔に、孝助は思わず啞あ然ぜんとする。

「君は……」

「知り合いかい？」

　灘に訊ねられて、彼はどう答えるべきか迷いながらも、小さく頷うなずいてみせた。それから優の方に目を向けると、彼女もまた呆ほおけたように犯人を見み詰つめていたが、すぐさま我に返ったのだろう、「あんたさっきの！」といきなり大声で叫び、スクープは貰もらったとばかりに満面の笑みらしきものを浮かべた。

　これだけ狙われてんだからいなくなって当然──そんな台詞が異なる意味を持って脳のう裏りに蘇よみがえる。連続髪切り魔の素顔は、どう見ても西桜女学園で孝助達を追い払ったあの生徒監視委員のものでしかなかった。

「君がどうして……」

　てっきり被害者だとばかり思っていた。しかし彼女はその問いに答えることなく、無言のままアスファルトの方に目を逸らした。悔しいのか、それとも後ろめたいのかは判らない。ただ、決して涙だけは見せようとしなかった。

「しかし偶然とはいえ君等と出くわせて良かったよ」

　そんな彼女の姿を冷静に見下ろしながら、灘は孝助と優に向かって言った。

「さもなければ新年度早々クラスに不幸があったところだ。まったく昨日の図書室更衣室生徒会室の三件と言い、それに今日の諸もろ々もろの出来事と言い、倉時くんは女難の相に満ち溢あふれているね。このままだといずれ学校中の女子を敵に回してしまうよ」

　どこかで聞いたような台詞である。しかし発言者的にはこちらの方がダメージがでかい。

　灘はしょげる孝助を放置し、「しかし問題はこれからだ」と浮かない顔で続けた。たまたまとはいえ一つ大きな事件を解決したのに、まだ何か残っているのか。

「この子をすぐにでも警察に引き渡したいところだけど、肝心のネズミを放置するわけにもいかない。葦ヶ谷さん、近くにいるのだろう？」

「うん、センサーに反応あるからこの辺りだね。たぶん下水道だよ」

　言われて伊織が一歩前に出る。その手には例の読み取り装置が握られていたが、孝助の記憶にあったものとは若干形状を異ならせていた。何やら螺ら旋せん状のコードが複数本飛び出し、先ほどはなかった小型モニターと接続されて、赤いランプを点滅させている。まったくの別機種か、もしくはオプションでこのような形にもできるのか。

「あ、これ？　ちょっと改造してみたの」

　孝助の視線を察し、伊織は得意げに言ってのけた。改造といっても、この短時間でいつの間にという感想が浮かぶばかりである。そして同様に、殺人犯よりもネズミを優先させようとしている灘に対して、誰もがツッコミを入れたくてうずうずしている空気もはっきりと漂ただよっていた。

　ただ一人、伊織を除いて。

「──来る！」

　何の前まえ触ぶれもなく、彼女は大きな声を上げた。脈略からして何が来るのか考えるまでもない。ようやく実験マウスとのご対面だと、孝助が近くにあったマンホールに目を向けたのも一瞬のこと、建物の軋きしむ音が鳴り、激しい破裂音があらぬ方向から響いてきた。

　一同の目が向けられたのは、すぐ傍わきの給水塔だった。

　タンクの上部が破裂し、水が凄まじい勢いで噴水のように噴き出していた。側面も内側からの圧力で歪いびつに変形し、周囲の鉄骨もたわみ始めている。そして濁にごった雨が降り注ぐ中、鉄の壁を裂いて何か怪しげなものがタンクの中から姿を現した。

　大きさは六メートルほどもあるだろうか。かつて生えていた白い体毛はすでに抜け落ち、その下から現れた本来桃色であるべきはずの皮膚も赤く爛ただれている。所々に浮き出た静脈は緑色の体液を透かし、形容し難がたい臭気を放ちながら、そいつは煉れん獄ごくの如ごとき赤い目を輝かせて、甲高くも濁った咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

　開かれた口から覗くのは、鋭く尖とがった二本の前歯。しかしそれ以外にかつての面影は見当たらない。体の側面から生えた外骨格を纏まとう無数の足も、背の皮膚を貫いてちぐはぐな方向に飛び出す幾本もの角も、四肢の先端が変形した触手も、本来ハツカネズミにはないものばかりである。

　あまりの異様さに孝助は絶句するしかなかった。目の前に現れたものが現実であるというなら、性た質ちの悪い冗談であってほしかった。そして水飛沫しぶきに濡ぬれた体が徐々に冷えてくるにつれてどうにも自分を誤ご魔ま化かしきれなくなり、ついに悲鳴を上げようとしたその時である。

「うお、すげぇ！」

　代わりに伊織が嬉しそうに叫んでくれた。それから灘の嫌悪感たっぷりの視線に気づいた彼女は、一拍置いて「しまった！」と叫び直してきたが、いずれ後の祭である。

「いやぁ、やっぱり投とう与よしすぎちゃったみたい」

　開き直ったのだろう、今度はそう言ってケラケラと笑い出す。何をどう投与したらこうなるのか。緊張感を伴ともなわないその台詞に些いささか戸惑いながらも、孝助は少し出遅れた形で「わぁ」と控ひかえめに悲鳴を上げた。

　それがこの場で起きた唯一まともな反応だった。灘も他の面々も声を荒らげる様子などない。黙って夢でも幻でもないグロテスクな生物を見詰め、あるいは周囲に目を走らせながら、何かを窺うかがっているように思えた。

　いや、例外が二人いた。あまりの出来事に気絶した髪切り魔と、そして──もう一人は言うまでもない。敵は決してスキャンダラスな代物ではないが、申し分なくデンジャラスである。優はさっそく白い少女の手を振りほどいて給水塔の前に仁王立ちになるや、仰ぐようにカメラのレンズをネズミに向け、突如何事かに気付き叫んだ。

「あ、このカメラ防水用じゃなかった！」

　至極どうでもいい悩みのようだった。

　一方ネズミはその巨体をタンクから引きずり出し、地面に降り立とうとしている真まっ只ただ中なかだった。このままでは危険である。孝助は再び優のもとに駆け寄り、彼女の腕を摑つかんで何とか引きずっていこうとしたが、向こうもいらぬ報道の意地を丸出しにして、懸命に抵抗する。どうあっても一枚は収おさめるつもりらしい。

　目の前でグズグズしている二人を見たネズミは、当然のように口から涎よだれを垂らし、その触手をニュルニュルと伸ばしてきた。だが汚水と粘液で濡れそぼったそれが今にも孝助と優の体を捕えようとした時、髪切り魔を腕一本で押さえていた男子がすかさず動いた。

　再び風の唸りが聞こえた。まさに目にも留まらぬという比ひ喩ゆが相応ふさわしい、実に機敏な動きでその男子は手刀を振るい、厭いやらしく蠢うごめく触手を瞬く間に切断した。

　あまりに突然のことだった。孝助と優は落ちてくる触手を避けながら、いきなりの荒業を披露した相手の姿を凝ぎよう視しする。

「二人とも下がってるんだ！　こいつは俺にしか倒せない！」

　頭皮に張り付いた髪から水を滴らせて彼は叫んだ。しかしその鋭い目が二人に向けられた隙すきを突き、新たな触手が再度襲い来る。そして孝助が注意を促うながす間もなく、鞭むちのように振るわれたネズミの腕が男子の背を裂き、真っ青な──決して赤ではない体液を飛び散らかした。

　男子は軽く苦痛の声を漏らしたが、決して臆おくする様子は見せなかった。それどころか余裕の表情でネズミを見上げ、「来いよ」と挑発的な台詞を口にした。

「あー、そいつ、たぶん言葉は通じないよ」

　そう大真面目に指摘する伊織を無視して、両者は再度激しくぶつかり合う。優は啞あ然ぜんとしてしきりに孝助に事情の説明を求めたが、そんなことを彼が知るはずもない。ただ冷静に考えるならば、クラスメイトの一人が人間離れした力を持つ超人だった、ということだ。

「──さて」

　黙って様子を見ていた灘が、他のマウス捜索メンバーに向かってようやく口を開いた。

「君等もじっとしてないで戦いたまえよ。まあ、こちらも事情を伏せておいたのは悪いと思うけど、ネグくんにしか倒せないわけじゃないのは、君等自身が一番よく知っていることだろう？　それともこの期ごに及んで彼一人にやらせるつもりかい？」

「ネグ」というのが、あの青い血を流す男子の名前らしい。

　一同の間に戸惑いが走った。そして分かっていながらどこかためらっているような、そんな気配で互いを見み遣やり、やがて灘の近くにいた脱色少年が一歩前へ出る。

「なるほど、そういうことか。いきなりネズミ捜しなんかやらされるから何事かと思ったが──確かにこんな奴が相手じゃあ、俺があんたに提出した個ヽ人ヽ情ヽ報ヽってやつをここで披露するしかないよな」

　彼は灘に向かってにやりと笑った。そして白に近くなった長めの金髪を搔き揚げ、「だけどな」と続く否定の意を表した。

「あいにくこの水量じゃ、俺の砂技は使えそうにない」

「ああ、こうなった時点で氷ひ野のくん、君のことはまったく期待してないよ。だからネグくんの代わりに、そこにいる通り魔を見張っててくれ」

　対する灘の答えは身も蓋ふたもないものだった。

「それから間ま宮みやくんに焰ほの邑むらさん、その女は今も言ったとおり氷野くんに任せるから、二人ともこっちに来てネズミ退治に協力してくれ。葦ヶ谷さんはもう役に立たないだろうから、倉時くんと百川さんの世話を頼むよ」

　てきぱきと指示が下されていく。初めは戸惑いを見せていたクラスメイト達も、今自分が何を期待されてここに集められたのか、ようやく気付いたのだろう。一人、二人と灘に従い、そのポジションを変え始めた。

　まず間宮と呼ばれた木刀の少年が、実直そうだった顔を不敵な笑みで歪ゆがめ、その手中にある刀を一いつ閃せんする。刹せつ那な、木製の剣は研とぎ澄まされた鋼へと姿を変え、あり得ない化学変化ついでに大量の光を放ち、次々と光輪の刃やいばを撃ち出す。

　さらに焰邑と呼ばれた大和撫子が、髪切り魔の手を踏みつけたまま両手で印を組み、アスファルトの真ん中から何か青い鬼のようなものを召喚すると、もう誰もが開き直ったかのような表情で、暴れるマウスを各々のやり方で攻撃し始めた。

「ねえ、これ何？　この人達何なの？」

　優は介抱に回ってきた伊織に対して、しきりに説明を求めた。しかし伊織にしてもいまいち状況は呑のみ込めてないらしい。「とりあえずこういうことなんじゃないの？」と、いい加減な返事が返ってきただけだった。

「それで、私はどうするべきなのでしょう」

　そんな声に孝助が振り向くと、さっきまで優を受け持っていた白い少女が、困ったような顔で灘に話しかけているところだった。

「どうするって、君が戦ってくれるのが一番早いんだよ、根ね室むろさん」

「でもその、やっぱりこういうのって秘密にしておいた方が……」

「秘密も何も、この状況で君が何をしたところで誰が驚くものか」

　灘の強引な正論に、ようやく捜索隊の最後の一人が動いた。と言っても特に動作はない。ただ異様な空気の乱れを周囲に発するや、暴れるマウスの動きを止め、相手の鋭い前歯を相手自身の胴体に突き立てさせただけだった。

「ええと、私、簡単な動物なら脳ぐらいは操れるんで、その……」

　ふと孝助の視線を感じ取ったのか、根室と呼ばれた少女は白い頰を桃色に染めて、よく分からない言い訳を口にした。その瞬間サイコパワーが途切れたのだろう、マウスは途端に我に返り、ギャァと悲鳴を上げるや自ら嚙んだ腹から大量の血液を噴き出して、ドウとその場に倒れた。確かに彼女が戦うのが一番早かったようだ。

　それから怪物が留めを刺されるまで、ものの数分もかからなかった。ついでに事が済んだ後で、伊織が標本用にと言って死し骸がいからサンプルを採ろうとしたが、遅れて駆けつけてきたドラゴン型の巨大ロボットが口から吐く熱線でマウスの骸むくろを焼却処分すると、水面下で計画されていたクローン大作戦も無事不発に終わった。そしてそのロボットに乗ってきたのが、先ほど家に戻った田崎という生徒だったと知るや、優はついに頭を搔かき毟むしりながら、どういうことだと誰彼構わず喚わめき散らし始めたのである。

「どういうことも何も、見てのとおりさ。本当にとんでもないクラスだよ」

　灘はそう言って──嫌そうに眉まゆを顰ひそめて見せた。




　　　　６




　翌朝、生徒指導室に呼ばれて少し早めに登校した孝助と優を待っていたのは、不機嫌そうに手帳を構えた灘の姿だった。もっとも今のところ機嫌の良さそうな時というのを見たことがないから、これが彼の常態なのかもしれない。

　彼は二人に、髪切り魔に対する取調べの結果を伝えた。なぜあの少女が同じ学校の生徒ばかりを狙ったのか。なぜその髪が不自然に短かったのか。それは、彼女が生徒監視委員という周囲から疎うとまれがちだった背景を考えれば、自おのずと見えてくることだった。

　彼女の髪は、やはり切られていた。他の生徒達の手によって。

　ずっといじめられていたのだという。そして、一見華やかにも見える女子校の裏側でおこなわれた陰いん湿しつな仕打ちに対し、泣くでもなく、登校拒否になるでもなく、気き丈じようなまでに自分の仕事を続けていた彼女の心は、日常での均きん衡こうを保つため、夕ゆう闇やみに紛れて裁たちバサミを振るうという最終手段に行き着いてしまったのだろう。

　春休み前までの彼女は、とてもきれいな長髪をポニーテールに結ゆっていたらしい。終業式の日に寄って集たかって切り刻まれた頭を隠そうともせず、強こわ張ばった顔で帰路を行くあの少女の様を想像し、孝助は何とも言えぬやるせない気持ちになった。

「分かったろう？　生徒監視委員というのはそんなに気楽な仕事じゃないんだよ」

　灘は表情一つ変えることなく、そう言って優を諭さとした。

　その後、昨日の興奮も冷め遣やらぬまま素直に事情聴取を受けた二人を、彼は礼を述べることもなく、すぐさま教室へと追い返した。これから提出用のノートをまとめなければならないとのことだったが、しかし彼の手帳に最終的に残されたのは、「四月四日午後五時三十六分、生徒二名を通り魔から救出。犯人は警察へ引渡し」というたったの一行だったわけで、ここまで簡略化されたものをわざわざ報告するのも面倒に違いない、と孝助は思った。

　灘が工藤同様、やはり髪切り魔を「通り魔」と呼んでいたことには深く触れなかった。気になったといえば気になったのだが、レッカー車たる優が興味を示さずに孝助を引きずって教室へ戻ってしまったので、結局訊ききそびれてしまった。まあ、何か彼らなりの拘こだわりがあったのだろう。

　それに、もはや彼女の興味の中心が通り魔であるはずなどなかった。

　予鈴間際になって、一年乙組にはすでに何人もの生徒が集まっていた。風変わりな格好をした者もいるし、普通の平均的高校生の格好をした者もいるけれど、誰もが互いを意識して振舞い出しているように見えるのは、孝助の気のせいなどでは決してない。

　皆昨日の一件を知ったのだ。怪物化したマウスを捕まえるために灘が呼び集めた一部の生徒が、揃そろいも揃って奇妙な戦闘能力を持っていたという事実。当然隠してはいたのだろう。しかしその秘密を唯一知っていた生徒監視委員の手により、事は公おおやけにされた。

　そして一連の開き直りが暴いた、「クラス全員が間違った方向に問題を抱えている」という驚きよう愕がくの真実がいかに優を刺激したかは、ここに改めて記すまでもない。

「この教室は私にとってオアシスなのかもしれないね」

　戦いもラブコメも怪奇も夢も、すべての要素がギュッと詰まったクラスを眺め、彼女は嬉しそうに頰を引き攣つらせた。その髪が心持ち整えられていたのは、さすがに昨日の一件が応こたえたからか。もっともそれで改心したとは思えないし、孝助にしてみればこれから先が思いやられるばかりだったが、ただここまで人材が揃っているなら、彼女が敢あえて自分を引きずり回すこともないだろう。そう思い、とりあえず安心してみることにした。

　それに、孝助の興味はまた少し違うところにあったわけで。

「ねえ工藤くん」

　教室の片隅でにやにやしていた少年に向かって、彼は小声で話しかけた。

「結局あの占い師って何だったんだろう」

「さあね。どうやらこのクラスに関わりがあるような口振りだったが、深く詮せん索さつすることもないだろう。それに君の方も約束は守ってくれたのだろう？」

　そう言われて孝助は小さく頷うなずいた。昨夜工藤から電話があったのだ。例の占い師のことは灘に言うな、と。これ以上事態をややこしくしてもしょうがないから、というのがその理由だった。散々巻き込まれた挙句酷ひどい目に遭あった孝助にしても、それは同意見である。

「まあ、これだけ面白い面メン子ツが集まったクラスだ。少しぐらい秘密が隠されていても不思議ではないさ。しかし何もすべてを明らかにすることもなかろう」

　そこへ行くと灘の取った解決策は、相当強引なものだったのかもしれない。孝助は改めて教室中を見回し、そう感じた。

　ここにいる誰もが一癖くせも二癖もある者ばかりである。それに比べれば孝助など至って平凡な人間だと思うのだが、こればかりは周りの意見を聞いてみなければ分からないだろう。

　そういえばうちのクラスにもポニーテールの子はいないんだな──。彼はふとそんなことを思った。

「工藤くん、ちょっと疑問があるんだけど」

　思いついでに訊ねてみた。

「あの占い師って、やっぱりポニーテールの子を狙ってたんだよね。でもあの時西桜にそんな髪型の子なんて一人もいなかったはずだし、もしいたとしても、うちのクラスとの関わりも分からないし……。ねえ、いったい僕は誰と間違えられたのかな」

「君は占いを信じるのかい？」

　工藤の答えは、この状況下にありながら、あまりにも現実味を帯びたものだった。

「気にすることはないさ。それに仮に当たっているのだとしても、いないならいないで考えようはいくらでもある。そうだな、いずれ転校してくるのだろう」

　彼は細い目をギュッと閉じ、可お笑かしそうに笑った。

　孝助はそんな笑顔を前に、ただ首を傾かしげるばかりだった。







「四月四日午後五時三十八分、生徒数名によって逃げ出した怪物を退治──といったところか」

　手帳を覗のぞき込みもせぬまま、工藤はその内容を言い当ててみせた。それを聞いて灘はいつもの不快感をさらに押し出したが、目を細めて笑っている少年にその様子がどれだけ見えたかは分からない。

「この場合どうなるのだろうね。君が二つの事件を一つにまとめないことぐらいは知っているが、偶然とは言えせっかく同時に起きたのだし、もったいないと思うのさ」

「偶然という言い方は止よしたまえよ、工藤くん」

　用意周しゆう到とうだったじゃないか、と灘はぼやいた。

　昼休みの生徒指導室。生徒監視委員長という地位についた灘にとって、ここを自由に使えるのはありがいことだった。何しろどんなに人に聞かれたくない話でも、大抵はここで事足りてしまう。あとは狭くて薄暗い点を除けばかなり使い勝手の良い部屋なのだが。

「給水塔の地下にある下水道を調べてみたら、壊れたラジコンボートが落ちていたよ。あれに餌えさをつけてマウスを誘導すれば、上手いタイミングであの場に出現させることも可能だろう。そしてあの状況で僕が取る行動も、君には間違いなく予想できたはずだ」

「クラスメイトの正体を明かしてしまうというアレかい？　いや、正直予想外だったさ。しかし君らしいやり口だと思ったのも事実だ。何しろ無駄に秘密を抱えておくよりは、すべてさらけ出してしまった方が、今後似たようなことが起きた時に都合がいいだろうからね」

　工藤はそう言って、細く閉じられていた瞼まぶたをすっと開いた。色素の薄い瞳ひとみが現れ、人の心を探り見透かすかのような顔で、彼は怪あやしく口元を歪めた。人の顔の印象は目に大きく左右されるものだが、彼の場合は一言で言うなら、邪よこしまという形容が実に相応しい。

　灘はそれについては何の反応も示すことなく、「もちろん皆の正体を隠しとおすことも考えたよ」と、相変わらず不機嫌な表情で突き返した。

「君がうちの委員会で管理している個人資料を勝手に見たことは知っていたし、それを踏まえた上での今回の画かく策さくだったというのも分かっていた。だから隠しておけるものならそうしたかったんだ。しかしあの場に百川さんがいたとなれば結果は目に見えている。ならば一人暴かせるも二人暴かせるも同じことじゃないか。彼女は今後クラス中を搔かき乱してくれるはずだよ。君が望み、仕組んだとおりにね」

　まったくもって迷惑この上ない、と生徒監視委員は嫌そうに呟つぶやいた。

「とにかくいい記念にさせてもらったよ」

　そしてそれが工藤からの、まったく悪びれることのない返事だった。

「何しろ我がクラス初の事件だ。それをセッティングできたのだから、僕としては光栄さ。だからいい加減、通り魔事件と怪物退治を一つにまとめてはどうだい？　『初』が二件もあってはまとまりが悪かろう」

「君に口出しされることじゃない。これは僕の仕事だよ」

　それに──あの事件は初でも何でもないのだから。

　灘は心の中で静かに呟き、己の閉じられた手帳にすっと目を落とした。

　一年乙組に起きた真の最初の事件。これから先の一年間を案じさせるその出来事は、おそらく誰に見せても首を傾げるばかりのものだろう。目の前にいる人物の素す性じようがこの期に及んで極秘である以上、その記録の危険性を知るのは灘のみである。

　従って誰に報告することもない。だからこれをわざわざ手帳に記しておいたのは、自分なりの覚悟の表れなのだ、と彼は思った。




　──三月二十九日午前十一時五分、渡された新しいクラス名簿に「黒幕」の存在を確認。




　そして混こん迷めい極まりない一年が幕を開けた。





ｅｎｄ
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